
校
に
お
け
る
い
じ
め
、
教
職
員
ら
に
よ
る
体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
子
ど
も
の
人

権
に
関
わ
る
事
案
が
年
々
注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

援
の
重
要
な
一
翼
を
担
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
皆
様
の
永
年
に
わ
た

ぬ
御
労
苦
が
お
あ
り
と
存
じ
ま
す
が
、
市
民
の
一
人
一
人
が
個
人
と
し
て
尊
重

ま
で
以
上
に
、
多
様
化

所
の
事
故
に
基
づ
く
風
評
被
害
も
続
い
て
お
り
、
人
権
を
巡
る
状
況
は
、

を
反
映
し
て
、
多
方
面
で
価
値
観
や
意
見
の
対
立
が
広
く
見
ら
れ
ま
す
。

災
地
に
お
け
る
相
駿
所
の
開
設
や
仮
設
住
宅
へ
の
戸
別
訪
問
な
ど
、
被
災
者
支

野
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
今
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
原
子
力
発
電

卜
上
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
、
名
誉
穀
損
の
よ
う
に
新
た
に
深
刻
化
す
る
分

し
た
状
況
の
中
、
様
々
な
態
様
の
人
権
侵
害
が
後
を
絶
た
ず
、
と
り
わ
け
、

を
果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
・
最
近
で
も
、
東
日
本
大
震
災
後
に
あ
っ
て
、
被

員
制
度
が
創
設
さ
れ
て
以
来
、
人
権
擁
護
委
員
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
我
が

る
御
尽
力
に
対
し
、
心
よ
り
敬
意
と
鮒
意
を
表
し
ま
す
。

国
に
お
け
る
人
権
の
擁
鯉
と
人
権
尊
重
の
思
想
の
普
及
に
向
け
、
重
要
な
役
割

一
言
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
我
が
国
で
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
国
民
の
権
利
意
職
の
高
揚

第
六
十
二
回
全
国
人
権
擁
謹
委
員
連
合
会
総
会
が
開
催
さ
れ
る
に
当
た
り
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
を
掲
げ
た
憲
法
の
下
、
昭
和
二
十
三
年
に
人
権
擁
謹
委

こ
の
よ
う
な
中
で
、
人
権
擁
護
委
員
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
並
々
な
ら

祝
辞

'勇一軍~、
成
二
六

↑
ハ

十

複
雑
化
し
て
い
る
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。

二

七
回

一
七
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
仙
台

全
国
人
樋
擁
護
委
員
連
合
令
室

総

ｰ

ー

ロ

ブ

ー

ー

れ

今
室

琴
寸ー L ノ



勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
祝
辞
と
い
た
し
ま
す
。

成
さ
れ
る
よ
う
強
く
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
更
に
力
を
尽
く
さ
れ
、
そ
の
重
要
な
使
命
を
逮

終
わ
り
に
、
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
の
益
倉
の
御
発
展
と
皆
様
の
御
健

平
成
二
十
六
年
七
月
十
七
日

最
高
裁
判
所
長
官

寺

田

逸

郎


